
令和6年度　主要事業評価シート

　　　

Ｒ 年度 ～ Ｒ 年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度

0千円 14,056千円0千円

0千円

160,000千円

国・県支出金

21,700千円 15,030千円 234,000千円事業費

国・県支出金

0千円 0千円

1,200千円 0千円 5,700千円 3,830千円 74,000千円

③
事
業
の
実
施
状
況

（
P
・
D

）

0千円 3,656千円

活動実績

（計画通り実施できたか）

給食調理施設の建設候補地、調理能
力、施設規模、事業手法について、教育
委員会において９回にわたり検討を重
ね、課題を整理した。
しかし、必要面積、法規制やインフラ等の
立地条件を満たす候補地がなく、また、
物価高騰及び事業内容精査により事業
費が増加し、財源確保が困難となる見通
しから、建設地・事業手法の決定に至ら
なかった。

昨年度の検討結果を受けて、財政面及
び用地確保の課題から、事業手法等を
含め再調査・再検討を実施した。結果、
引き続き給食調理施設の整備による給
食実施を目指しつつも、現段階において
は外部調理委託による食缶搬入方式で
の給食実施を行うことと手法を変更し、そ
の内容を以て、令和5年11月に「中学校
全員喫食制給食実施に係る基本的な計
画」を策定した。

亀山市中学校給食調理等業務委託業
者選定委員会要綱を制定し、当該委員
会にて書類審査、プレゼン等を実施し、
業者選定を行った。その後、選定業者と
の委託契約を締結し、業務実施に向けて
協議を行った。
　2中学校の配膳室や給食用エレベー
ター等の整備に係る設計業務を、学校や
上記選定業者等との意見交換を行いつ
つ、完了した。

事業計画

○建設地、運営方法等の検討・決定 ○敷地整理・インフラ調整
○用地測量
○設計業者選定
○埋蔵文化財調査

○外部調理委託業務業者選定
○2中学校配膳室等整備工事設計

○2中学校配膳室等整備工事
○埋蔵文化財調査
○配膳室備品購入

令和４年度年度

決
算
額

16,000千円 11,200千円
予
算
額

0千円 0千円

256,900千円

地方債

その他

一般財源

0千円 0千円

①期間内計画額（R4-7） 256,900千円 ②期間外計画額（R8-） 0千円  ①＋②総計画額

0千円 0千円 10,400千円

0千円 0千円

0千円
計
画
額

0千円

0千円

0千円

0千円

0千円

0千円

0千円

1,200千円 0千円

事業期間 主な根拠法令等 -4

事業の目的（どのような状態にしたいのか） 事業の内容（どのような取組を行うのか）

亀山中学校及び中部中学校において、全ての生
徒が同じ給食を一緒に食べることができる体制を
整える。

亀山中学校及び中部中学校における全員喫食制給食の実施に
向け、外部調理委託による食缶搬入方式の体制を整えるとともに、
中学校2校の給食受け入れ環境の整備を行う。

地方債

その他

一般財源

事業費

事業名 評価分類

款

項

目

B1

教育総務課
教育総務Ｇ・保健給食Ｇ

補助等 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

亀山中学校・中部中学校においては、現在、弁
当またはデリバリー給食の選択制としているが、家
庭環境の多様化や生徒間の公平性を考慮し、全
員喫食制給食の早期実現を進める必要がある。

直営

10：教育費

一部委託 全部委託

部

課

予
算
科
目

会計 担当部署

教育委員会事務局
03：中学校費

01：学校管理費

事業の対象（誰に、何に対して）

①
基
本
事
項

施
策
体
系

22076

7

亀山中学校及び中部中学校に在籍する
生徒及び教職員

中学校全員喫食制給食実施事業

01：一般会計

事業手法

施策の方向

重点プロジェクト

01：子どもたちの豊かな学びと成長を支える環境の充実

02：豊かな学びを支える教育環境の充実

04：「未来へのトビラ」プロジェクト

04:子育てと子どもの成長を支える環境の充実

計画コード

施策の大綱

基本施策

②
事
業
概
要

（
P

）

事業の必要性（経緯・背景等）



（令和6年度予算額の内訳）

15,030千円

0千円

令和7年度

2中学校配膳室整備工事

教育委員会事務局　教育総務課長　麻生俊哉

継続（現状維持）

成果

計画値

計画値

前年度からの繰越額

当年度の最終予算額

次年度への繰越額

⑤
進
捗
度
合

（
Ｃ

)

判定

A
計画どおり進んでいる

評価理由

スケジュールどおり、外部調理委託の業者選定及び配膳室等整備工事の設計業
務を完了することができた。また、選定業者と契約締結後、関係者の意見等も踏
まえつつ、運営面において必要な協議を行っている。

④
指
標

（
Ｃ

）

⑥
課
題

（
Ｃ

）

⑦
事
業
の
展
開

（
Ａ

）

事業の進捗度合を踏まえた課題事項

2中学校とも学校運営を行いながら、令和8年度早期の中学校全員喫食制給食の開始に向け、２中学校配
膳室等整備工事を実施する。その際、速やかに埋蔵文化財調査を完了させるとともに、騒音の発生が想定さ
れる解体工事等を学校教育活動に支障を来たさないように夏季休業期間中等に行うなど、綿密なスケ
ジュール管理が求められる。また、調理・配送面等において、安全・安心な給食の実施に向け、委託業者と更
なる協議を進める必要がある。さらに、2中学校の全生徒を対象とした給食となることから、学校内での衛生に
配慮した配膳や後片付け、給食指導等の研修や環境整備を進める必要がある。

方向性

改善・見直し内容

令和8年度以降で対応するもの令和7年度で対応する（した）もの

最終評価者

継続（現状維持） 現状どおり事業を継続する
【
履
歴

】

工事の実施のほか、埋蔵文化財調査、工事監理、備
品搬入等を実施する。なお、工事実施の際には、週1
回程度の定例会議を設け、教育委員会、学校、施工
業者の速やかな情報共有、意思形成を図り、スケ
ジュール管理を行う。また、調理・配送面等において
委託業者等と更なる協議や2中学校における給食指
導等の環境整備を進める。

令和8年度早期から中学校全員喫食制給食を
実施する。

区分単位 令和4年度種別

成果

令和5年度 令和6年度

0千円

完了
外部調理委託業者の選定

指標名

完了

実績値

完了

（
再
掲

）

実績値

事業の対象

亀山中学校及び中部中学校に在籍
する生徒及び教職員

亀山中学校及び中部中学校において、全ての生徒が
同じ給食を一緒に食べることができる体制を整える。

事業の目的

成果

計画値

実績値

説明等

教育委員会事務局 教育総務課 教育総務ＧＬ 中野 貴晶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    保健給食ＧＬ 渡邉 尚也

１次評価者

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

事業展開

進捗度合

継続（現状維持）

B

継続（現状維持）

A


